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　水素製造・輸送・貯蔵
2000 2010 2020 2030 2040 2050

水素価格 150円/Nm3

●水素輸送技術

●水素製造技術

飛躍的な輸送効率向上、安全性向上

導入・普及シナリオ

化石燃料由来水素、副生水素、水電解

80円/Nm3 40円/Nm3

・化石燃料由来水素製造 ・再生可能エネルギー等利用水素製造 ・水素発酵、光触媒　など

飛躍的な低コスト化

・圧縮水素輸送

・液体水素輸送 ・有機ハイドライド輸送

・パイプライン輸送

●水素貯蔵技術 飛躍的高密度化、飛躍的な低コスト化、耐久性・安全性向上

・超高圧容器 ・水素貯蔵材料（合金／無機系／炭素系 など）
・液体水素容器

・クラスレート、有機金属構造体、有機ハイドライド　など

◆燃料電池自動車（FCV）

◆定置用燃料電池

再生可能エネルギー水素
太陽光・風力発電由来電力利用、バイオマス利用　他

革新的水素製造
水素発酵、光触媒　他

実証事業、水素供給インフラの整備・安全対策、制度見直し・法整備、標準化の推進等

技術開発ロードマップ

普及を支える技術・関連技術

高圧輸送7円/Nm3、液体輸送3円/Nm3

・水電解

21

• 水素供給技術（小型ステーション、ガソリンスタンド
併設、ローカル、全国規模の水素供給システム）

経済産業省「cool Earth-エネルギー革新
技術計画（別添）、2008.3．より作成
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⑧ 燃料電池自動車（ＦＣＶ）

2000 2010 2020 2030 2040 2050

航続距離 300 km 800 km

耐久性 3,000時間 5,000時間

普及を支える技術・関連技
術

導入・普及シナリオ

車両価格（ICV比） 3～5倍 1.2倍

•車体軽量化

◆燃料電池（PEFC）

◆高度道路交通システ
ム

•ハイブリッド自動

車
◆水素製造・輸送・供給

400 km

2,000時間

20倍

技術ロードマップ

●燃料電池自動車（FCV）

・水素貯蔵能力の大幅な向上
・貴金属量低減・貴金属代替触媒の開発

飛躍的な航続距離の拡大　飛躍的な低コスト

化

公共的車両への積極的導
入

水素供給インフラの整備・安全対策、制度見直し・
法整備

基準化・標準化

大規模社会実証試験

燃料電池自動車の本格普及

経済産業省「cool Earth-エネルギー革新
技術計画（別添）、2008.3．より作成
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⑮ 定置用燃料電池

2000 2010 2020 2030 2040 2050

導入・普及シナリ
オ

技術開発ロードマップ

溶融炭酸塩形（MCFC）

固体酸化物形（SOFC）
バイオガス高効率発電 大出力化（数MW）

燃料電池自動車（FCV）の導入・普及

GT/FC複合発電

燃料電池コジェネレーションの普及（民生・産業）

●固体高分子形燃料電池（PEFC）

・無加湿MEA、白金代替・低酸素過電圧触媒等・高温・低加湿対応技術、ロバスト化技術
・白金量低減　など

○リン酸形燃料電池（PAFC）

自動車用（補助電源用、駆動用）家庭用コジェネ

業務用コジェネ、産業用コジェネ

飛躍的な長寿命化・低コスト化●溶融炭酸塩形燃料電池（MCFC）

中規模～大規模発電
・CO2分離・回収

小規模コジェネ

飛躍的な耐久性向上・低コスト
化

●固体酸化物形燃料電池（SOFC）

発電効率（HHV）、耐久性、システム
価格

●新規直接形固体高分子形燃料電池（PEFC）

・安定アニオン膜、中温電解質
・非貴金属空気極、非貴金属燃料極

・バイオ燃料（直接）
・アンモニア直接

小規模コジェネ

中規模コジェネ

発電効率（HHV）、耐久性

GT/FC複合発電

32%,4万時
間

36%,9万時
間

40％、4万時間
100万円/kW

>40％、9万時間
<25万円/kW（※家庭用：30～40万円）

400～500万円 50万円約70万円 <40万円

42％、4万時間、100万円/kW >45％、9万時間、<20万円/kW

60％、4万時間、数十万円/kW>60％、9万時間、<10万円/kW

※家庭用は貯湯槽
を含む想定価格

飛躍的な低コスト化

システム価格（定置用、kWあたり）

固体高分子形（PEFC）

飛躍的な低コスト化

（PEFC）

（SOFC）

　国際標準化の推進

中規模～大規模発電
・CO2分離・回収

小規模コジェネ

経済産業省「cool Earth-エネルギー革新
技術計画（別添）、2008.3．より作成  
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